
プログラム様式

メッセージ

幼児 20 人 ／ 支援者 1 人

森･社寺
林･公園

山・里山 川 湖･池
田畑･
野原

園庭･
公園

フィールド

・3つの自然物の中から
複数の自然物を紙コップ
の中に入れ、同じ種類の
自然物を探す

・答え合わせ

・振り返り

終了

・子どもの近くで音を鳴らし、中身の自然物が探
しやすいよう配慮をする。

・もし間違っていても、最後までワクワク感が味
わえるように、答え合わせをする順番に配慮をす
る。

・自然や身の回りの物には、似た感触のものやい
ろいろな音があることを知らせる。

実施可能時期

ね
ら
い

自然物と人工物にも似ている感触や音があることを知る。

発見・体感
できること

・自然にあるものの感触を感じる
・自然にあるものの音を聞く

参加者のめやす

実施時間 30分

・ツルツル、トゲトゲ、ザラザラ、それぞれの
物を用意しておき、いつでも触れるように前に
置いておく。
子どもによっても感じ方は様々なので、ツルツ
ル、ザラザラなどは言わない。
感触が似ているものではなく、同じものを探し
てみるようにする。

・保育者も集めた自然物を紙コップに入れ、鳴
らす。

・あらかじめ3つ、それぞれのものを紙コップ
に入れておき、音の違いが分かるようにする。

・プラスチックボール
・つまようじ
・再生紙
・紙コップ

対象年齢

プログラム名 森の仲間探し 時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

5歳児 20分(5分)

30分(10分)

【園や家庭へ帰ってから】
〇園へ帰ってから
・砂、鉄棒、芝生などの感触と同じ感触のものを探してみる。
・木や石、実など集めた自然物で楽器をつくり、歌に合わせて鳴らしてみる。
・葉っぱや土など自分なりに自然物を入れ、お気に入りの音を見つける。

〇家庭へ帰ってから
・家にあるペットボトルのキャップや豆などでもどんな音が鳴るのか試してみる。

準備物・
教材等

自然を感じる
ためのヒント

時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

10分

15分

・2人ペアになる

・プラスチックボー
ル、つまようじ、再
生紙を触り、それぞ
れ似た感触のものを
自然の中から探す

・見つけてきた自然
物を紙コップに入れ
て音を鳴らす

・保育者がツルツ
ル、トゲトゲ、ザラ
ザラ、それぞれ1種類
ずつ音を鳴らし、違
いに気づく


